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屋取とは？

神山と愛知の歴史

線刻石板とは？

薩摩侵攻

尚賢王、普天間参詣を始める

「絵図郷村帳」に浦添間切の 「かミ山村」と記載

宜野湾間切 「神山村」誕生

乾隆大御支配(元文検地)はじまる

仲松(屋号)の先祖が中城間切和宇慶村から神山村東原に、内ハンタ

比嘉小(屋号)の先祖が中城間切奥間村から宜野湾村愛知原に移住

西比嘉(屋号)、東比嘉(屋号)の先祖が奥間村上原から宜野湾村胡麻

川原に移住

津波古小(屋号)の先祖が奥間村上原から愛知原に移住

ワランザ米須(屋号)の先祖が那覇から、西伊佐(屋号)の先祖が胡麻川

原に移住

明治政府が琉球王国を琉球藩とする

琉球処分により琉球藩を廃して沖縄県設置

宮城(屋号)が東原に、多和田(屋号)が北谷間切嘉手納村から

胡麻川原に移住

中頭小学校廃校/宜野湾村に宜野湾小学校が開校

神山でエイサーが行われるようになる

中頭郡道(宜野湾並松街道)開通式

宜野湾尋常小学校に高等科を設置し、宜野湾尋常高等小学校となる

大旱魃の際にミーガーを掘った

愛知から初めて徴兵された津波古充栄氏と仲松弥良氏を見送るため

に集落の人々がフッチャヌサチーに集まった

沖縄県島嶼町村制により宜野湾間切は宜野湾村となり、神山村は字

神山となる

神山の闘牛場を後原から黒数原に移設

胡麻川原に牛組合所有の闘牛場開設

この頃から旧習俗改善の可否をめぐるシルークルー闘争が始まる

愛知でエイサーが行われるようになる

この頃から政治対立をめぐるシルークルー闘争が始まる

神山の綱引き、これ以降途絶える

宜野湾のシルークルー闘争、県が調停

宜野湾尋常高等小学校50周年式典で神山がエイサーを披露する

字宜野湾から愛知原・胡麻川原、字神山から東原・懇良増原を

割いて愛知が行政区となる。 比嘉松金氏が初代区長に就任

第二次世界大戦勃発

宜野湾尋常高等小学校、宜野湾国民学校となる/太平洋戦争勃発

神山の闘牛場、黒数原から中原に移設

米軍、宜野湾周辺まで侵攻(４/４)、普天間飛行場の建設開始(６月)

軍道５号線(現在の国道330号)東側に居住許可(１月)

軍道５号線(現在の国道330号)西側に居住許可(10月)

野嵩南初等学校が愛知に移り、宜野湾初等小学校となる(４月)

愛知と神山のエイサーが復活する

米軍から飛行場内にある神山の聖地・墓の移転命令が出され、聖地

の香炉や按司墓の骨壺をマーカーガマへ移す

宜野湾小学校となる

宜野湾市誕生

行政区編成により神山と愛知が統合し十九区となる

十九区エイサーはじまる

字神山郷友会設立

神山之塔建立(５月)

現字神山郷友会事務所横に合祀所を設ける

十九区公民館起工式

創作市民劇 「十九区交響曲」上演

十九区から愛知区へ変更/ 『神山誌』発行

「神山・愛知ヌールガー」市登録有形民俗文化財に登録

住居表示実施/愛知１丁目～３丁目が設置される

宜野湾小学校開校140周年
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